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建
造
物
へ
の
応
用

古
建
築
の
実
測
図
は
普
通
、
現
状
を
そ
の
ま
ま
図
示
す
る
よ
り
も
、
歪
み
な
ど

を
修
正
し
た
一
種
の
設
計
図
と
し
て
表
示
さ
れ
る
の
で
、
写
真
測
量
技
術
を
古
建

築
の
実
測
に
応
用
す
る
に
は
な
お
検
討
と
工
夫
を
要
す
る
。

一
方
、
修
県
工
事
に

10 
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写
真
測
量
の
文
化
財
調
査
へ
の
応
用

す
れ
ば
比
較
的
容
易
に
行
な
え
る
。
同
様
な
こ
と
は
城
郭
石
屋
の
変
形
に
つ
い
て

も
い
え
よ
う
。

当
研
究
所
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
年
変
形
量
を
修
理
直
後
か
ら
把
え
ら
れ
る

古
鐙
築
に
つ
い
て
、
昭
和
泊
年
か
ら
写
真
測
量
に
よ
る
測
定
を
実
験
的
に
試
み
て

い
る
が
、
こ
こ

で
は
海
住
山
寺
五
重
容
に
つ
い
て
の
ベ
る
。

第
日
図
は
同
第
修
理
直
後
の
昭
和
犯
年
目
月
と、

5
年
後
の
日
年
目
月
の

2
聞

の
測
定
に
お
い
て
、
と
く
に
軒
先
の
経
年
変
形
量
を
知
る
こ
と
に
重
点
を
お
き
検

討
し
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
障
害
物
と
立
地
条
件
に
よ
り
、
こ

の
測
定
は

同
容
北
面
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

保
影
に
つ
い
て
は
、
話
年
は
C
E
B
写
真
経
緯
儀
に
よ
り
、
ま
た
必
年
は

P
却

写
真
経
緯
儀
に
よ
っ
た
。
保
影
場
所
は
同

一
地
点
で
行
な
い
、
基
準
点
測
量
は
療

影
基
線
延
長
上
の

2
点
か
ら
、
-
秒
読
み
七
オ
ト
ラ
イ
ト
に
よ
り
前
方
交
会
法
で

行
っ
た
。

稼
定
精
度
は
、
と
も
に
実
長
で

2
m
以
内
に
収
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
測
定
点

は
第
日
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
前
述
の
目
的
に
よ
り
各
電
の
飛
燐
標
鼻
を

3
校
お

き
に
定
め
た
。
読
定
に
は
オ

l
ト

ク
ラ
フ

A
7
を
用

い
、
熟
練
し
た
同
一
の
オ
ペ

レ
ー
タ

ー
が
各
点
に
つ
い
て

3
回
読
定
し
た
平
均
値
を
測
定
他
と
し
た
。

結
果
は
第

M
図
に
示
し
た。

図
で

O
印
は
初
回
、

ム
印
は

2
回
目
の
成
果
で
あ

る
。
た
い
ふ
し
変
位
量
は
分
か
り
易
く
す
る
た
め
長
さ
を
鉱
大
し
て
示
し
た
。
ま
た

各
測
定
点
の
下
に
示

ん
た
数
字
は
、

5
年
間
に
各
測
定
点
が
前
後
に
動
い
た
量
を

表
わ
し
た
も
の

で
単
位
は
酬
で
あ
る
。

こ
の
結
果
か
ら
次
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

a

初
回
の
成
果
、
す
な
わ
ち
修
忠
直
後
の
場
合
は
全
体
と
し
て
ほ
と
ん
ど
乱
れ

11 
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第13図 測定点配置図(!忠雄定)

が
な
く
、
施

工
精
度
が
極

め
て
よ
く
、

修
理
技
術
の

確
か
さ
を
示

し
て
い
る
o

b

5
年
後
に

は
、
ま
イ
軒

先
の
下
が
り

が
挙
げ
ら
れ

る。

測定点変位図

そ
の
量

は
初
重
で
は

平
均
7
剛、

2
重
日
刷
、

3
重
日
剛
、

4
重

n
m
、

5
重

m
醐
程

で
あ
る
。
た

だ
し
、

第14図

こ
れ

は
下
り
の
絶

体
量
で
あ
る

か
ら
単
純
に

考
え
れ
ば
各

重
毎
の
下
り
は
平
均
4
1
7
醐
と
い
え
る
。

c
軒
先
が
下
が
る
と
同
時
に
、
軒
先
の
波
う
ち
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。

下
層
ほ
ど
顕
著
で
、

4
・
5
重
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

d

測
点
が
左
方
(
東
方
)
へ
ず
れ
る
現
象
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
量
は
各
重
ご
と

に
平
均
す
る
と
、
初
重
日
剛
、

2
重
別
剛
、

3
重
印
刷
、

4
重
日
剛
、

5
重

m

m
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
同
量
と
い
え
る
。
あ
る
い
は
初
重
柱
天
端
が
東
方
へ
ず

れ
た
た
め
、
す
べ
て
ほ

x
一
様
に
動
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

e
奥
行
き
方
向
(
南
北
方
向
)
の
動
き
(
第
U
図
中
数
字
で
示
し
た
量
〔
単
位
四
〕
)
に
つ

い
て
は
各
測
点
ご
と
に
か
な
り
の
パ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る
が
、

2
重
が
南
へ
ず

れ
た
量
が
最
大
で
、
そ
れ
よ
り
上
層
へ
い
く
に
つ
れ
そ
の
量
は
減
小
す
る
傾
向

に
あ
る
。
つ
ま
り
2
重
が
南
へ
ず
れ
、
そ
れ
よ
り
上
層
は
北
方
へ
傾
斜
し
て
い

る
と
い
え
る
。

4
重
5
重
は
左
ま
わ
り
の
ね
ぢ
れ
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
軒
先
だ
け
の
現
象
に
つ
い
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
変
位
量
は
軸

部
の
変
位
と
合
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
分
離
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
塔
修
理
報
告
書
に
お
い
て
も
、
修
理
前
塔
の
西
北
へ
の
傾
斜
、
お
よ
び
基

壇
の
亀
裂
、
各
重
に
お
け
る
柱
天
端
の
高
低
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

細
部
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

写
真
測
量
の
文
化
財
調
査
へ
の
応
用
に
は
、
多
く
の
利
点
が
数
え
ら
れ
る
が
、

ω精
度
に
む
ら
の
な
い
こ
と
、

ω撮
影
時
に
お
け
る
状
況
の
再
現
・
再
測
、

ω作

業
時
間
の
短
縮
、
同
等
高
線
に
よ
る
立
体
表
示
、

ωそ
の
数
量
化
、
な
ど
が
指
摘

で
き
る
。
反
面
今
後
改
善
す
べ
き
点
に
は
、

ω対
象
に
即
し
た
カ
メ
ラ
の
開
発
な

ど
の
撮
影
条
件
、

ωオ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
対
象
理
解
お
よ
び
表
示
方
法
な
ど
の
図
化

条
件
、
さ
ら
に

ω撮
影
乾
板
の
永
続
的
な
保
存
方
法
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

(
坪
井
清
足
・
牛
川
喜
幸
・
長
谷
川
誠
・
伊
東
太
作
・
佃
幹
雄
)
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